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■監修：厚生省

厚籠蕊雲鷆蕊窒長平野かよ子■ビデオによせて

阪神・淡路大震災においては、普段は予防活動に力を入れている保健婦もまず、救急医療や遺体の処問等に昼

夜を問わない働きをしました。地域に根付いた地元の保健姉は、医療班を編成し、ボランティアの調整を行い、

自らも巡回健康相談に出ていったのです。

このビデオは、震災直後から4ヵ月後までの地元の保雌蹄及び全国からの応援保健姉の活勤を記録したもので

す。このような災害時にも、保健婦本来の仕事である地域住民の健康を守り、何が地域に必要であるかを見つけ、

解決していく過程が見事に描かれています。

災害における保健婦の活動だけではなく、日常の保健婦の活動も、一般の方々にも理解して頂けるものになる

と期待します。

この大震災で亡くなられた 方々のご冥桶を心よりお祈りいたします。

■配給



■内容

平成7年1月17日の未明を襲った阪神・淡路大震災。

震災当H、ほとんどの保健婦は自身も被災者となり、職場に出

て来られない人も多かった。

医療機関の多くが倒壊し、避難所となった保健所では、保健蹄は

つめかけた負傷者や患者の対応に忙殺された。そこでの初期活動

は被災者の健康チェックと健康相談だった。インフルエンザの集

団発生の心配や、慢性疾患や結核等伝染性疾患の患者を捜し出し

て対応していくことも行われた。

情報の不足や混乱に対して、長田保健所では、応援の医療チーム

やボランティアたちを集め、保健婦たちがリーダーシップをとつ

蕊
て巡回保健相談を始めた。「保健婦がついていれば、ドクターに対

して胸をi附くということも市民の皆さんはやりやすいのでは･･･」

と所長さんはそのいきさつを語る。

救援活動が一段落すると、保健婦たちは本来の保健婦活動を再

開した。被災者の中から介護や入院の必要な人を捜し出したり、

避難所の環境整備を配慮したり、地域の訪問看護婦と連携しての

訪問指導などを行っていった。

3月になると仮設住宅への入居が開始されたが、全戸訪問をす

る保健婦は、地域の繋がりから切り放された入居者たちの戸惑い

を感じとっている。

4月になると全国からの医療班やボランティアたちが撤退して

いき、地元の医療機関が本格的に活動を開始した。
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避難所での被災者の数も徐々に減ってきたが、残っている人た

ちのなかでハイリスクの人に対する、密度の濃い保健指導が必要

となってきた。地区担当の保健婦は、最後まで残ってそうした人

々に対応していく。大震災という大きなショックから、心の不安

や悲しみ、混乱を持ちながら、避難所生活が長引くことも重なっ

て精神的なストレスが蓄積され、心のケアが必要になってきた。

被災後ｲt事に忙殺された保健婦が初めて家に帰ったのは、一ヶ

月後のことだった。「危機的状況にあっても、それまでやってき

た仕事をきちんと積み重ねてやっていける保健婦であれば、何で

も出来るんだなと言うふうに思います｡」と語る。

この未曽有の大災害の中で、手探りでそれぞれの保健婦たちが

実行していった活動は貴重な体験として今後のu々の活動に生か

されていくことだろう。
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東灘保健所ではパソコン通信を使った情報センターを設置し、

保健婦たちはこのネットワークを利用して、在宅者の安否を確か

めニーズを把握する悉皆（しつかい）訪問を開始した。須磨保健

所は、看護婦の派遣を兵庫県立看護大学に依頼したが、大学では

震災直後から看護協会と協力して看護ボランティア派遣の凋幣本

部を設置した。

全国の自治体から派遣されてきた派遣保健姑は、地元の保健姉と

連携をとりながら、日頃の地区‘功問の経験をいかして活発な支援

活動を展開し、地元の保健姑たちに大きな刺激を与えていった。
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